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表ー4 稚 幼 樹 本 数

1 9 7 7年 1 9 8 4年

種 類 稚樹（％） 幼樹（％） 稚樹（％） 幼樹（％）

モ ミ ジ 類 107 (28 6) 30 (JO 6) 370 (18 7) 17 (9 5) 

ア サ 夕 2 (D 5) 3 (0 9) 

ミ ズ ナ ラ 14 (3 7) 21 (7 5) 21 (I I) 13 (7 3) 

サ ク ラ 類 22 (6 0) 12 (4 4) 146 (2 3) 2 (1 1) 

サ ワ シ 9ゞ 37 (9 4) 21 (7 3) 52 (7 7) 17 (9 5) 

シ ナ ノ 共 33 (8 8) 5 (1 8) 38 ( 1  9) 4 (2 2) 

、ヤ マ グ ワ 4 (1 3) 2 (1 1) 

力 ソ ラ I (0 I) 
,·、 I) ギ リ 2 (0 5) 2 (0 9) 1,2 5 (0 2) 

ア オ 夕 モ 114 (30 4) 114 (40 2) 1,28 2 (65 0) 74 (41 3) 

ホ オ ノ 共 I (0 3) 3 (0 1) 

コ シ アブラ 3 (0 9) 1 (0 1) 1 (0 6) 

ア ズ共ナン 30 (8 1) 45 (15 8) 49 (2 5) 45 (25 Z) 

そ の 他 14 (3 7) 2 2  (8 2) 8 (0 5) 4 ( 2  2) 

ムに 計 376 284 1,972 179 

注） 稚樹本数は1 m X50m 幼樹本数は5 m X50mで示した。

調査E時

調 査 者

注） 一 共通

おわりに
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佐野淳之梶光一 林田光祐 肥後睦輝 シマランさル BDAS 渋谷正人

榊原茂樹加藤美栄子 山田健 溝口岳男 奥村日出雄、 程東昇 吉住琢二 、

間野勉松田弥小平真佐夫小山真希 須田 一 富訳呂章

以上のように、 風害後30年経過しても風害前の林相には戻っておらず、 アオダモ、 サワシバな

との小径木を主体とした、 遷移の途中相の状態にあると判断される。

今後の推移を考察して行くにあたっては、 長期にわたる継続調査が必要である。
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